














































崇岳､金比羅山 (標高366m)山頂からの眺望の素晴らしさを質して ｢無凡山 黄柴木庵
書｣と大書したと言う｡これが山頂の巨石 (最大径約3.0mX2.3mX2.0m)に刻まれてい
る｡このことから石門はその頃の築造と推定される｡この石門は､調査した中で唯一､市










































の銘文がある｡寛政10年 (1798年)4月に竣工したとある｡｢世話人 長崎上筑後町民 ･･
･ 石工 彦兵衛｣とある｡中島川に架設された東新橋の決に残された旧親柱に ｢寛政七









には ｢白竜山｣の文字が刻まれている｡背面左側脚部に ｢文化八辛未九月五日 石工 岩
永藤右衛門 小佐々作之充｣の記銘から1811年の築造である｡背面右側脚部に ｢為先祖両










































































































[支間距離]× [地面から洪頂石中心までの高さ] × [供環石の奥行]として示す｡
表 1 アーチ門の所在地と形状
番号 寺院名称 所在地 アーチ門寸法(m) アーチ門形態 築造年代
① 聖福寺 長崎市玉園町 2.32×2.10×0.38 外方内円形 1657年頃
② 妙相寺 長崎市本河内町 3.04×3.23×0.44 外方内円形 1679年頃
③ 大音寺 長崎市鍛冶屋町 2.28×2.43×0.46 石造半円形 1771年頃
④ 清水寺 長崎市鍛冶屋町 3.16×2.82×0.43 外方内円形 1771年
⑤ 菩提寺 長崎市深堀町 2.92×2.68×0.49 外方内円形 1860年
⑥ 観音寺 西彼杵郡野母崎町 2.84×2.96×0.40 外方内円形 1798年
⑦ 長安寺 大村市武部町 2.82×2.48×0.55 石造長円形 1811年
㊨ 館内観音堂 長崎市館内町 2.48×2.38×0.36 石造半円形 1780年頃
⑨ 成尾地蔵堂 長崎市飯香ノ浦町 1.83×2.27×0.29 石造半円形 1891年
⑩ 丸尾地蔵堂 長崎市太田尾町 2.00×2.62×0.30 石造半円形 1893年
⑪ 丸尾地蔵堂 長崎市太田尾町 2.32×2.73×0.40 煉瓦造半円形 1893年
⑫ 高林寺 長崎市境滝-一丁目 2.43×2.53×0.45 煉瓦造半円形 1876年





測定場所 煉瓦の平均寸法 旧影照院の煉瓦門 ll.2×22.3×4.0cm 3
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